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原子力発電所の周辺地域で行っている環境モニタリングのうち、特にモニタリングポス

トで測定した空間線量率及び連続ダストモニタによる大気浮遊じんの分析結果の概要を報

告する。空間線量率は年月の経過とともに減少する傾向にあり、大気浮遊じんは前年度に

比べて概ね横ばい傾向となっている。 

  

 

東京電力福島第一原子力発電所の多核種除去設備等（ALPS)処理水の海洋放出が令和５

年８月より開始した前後に、県が測定した令和５年５月から 12月までの電解濃縮法によ

る海水中トリチウム分析の結果を示した。処理水の放出中に放出前の測定値の範囲を上回

った測点もあったが、放出停止中には 9地点全ての測点で放出前の測定値の範囲内であっ

た。 

 

 


